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市政報告６

　橋詰壽人市長は各議案の提案説明に先立ち、「本
年４月１日から消費税率が８％となり、17年ぶりに
税率が見直されました。これは、政府がめざす『社
会保障と税の一体改革』の一つで、社会保障の充実・
安定化のための財源確保と、歳出削減・税収増によ
る財政の健全化を図るものです。また、消費税率引
き上げと経済成長を両立するために、所得拡大促進
税制の拡充や５兆円規模の経済対策を実施していま
す。しかし、地方では中小零細企業が多く、家庭で
の収入増にはつながらず、消費税率引き上げが家計
への負担となっています。農業でも、燃料代や資材
費の高騰により、経営が厳しくなっており、さらな
る国の経済政策を期待します。ＴＰＰ交渉は、３月
にオバマ米大統領の訪日に合わせ、日米の粘り強い
交渉が行われましたが、大筋合意には至りませんで
した。今後、２国間を軸に集中して協議する方針が

確認されており、安易な妥協に陥ることなく、農産
物の関税維持など、慎重に交渉が進められることを
願います。県内では、中央地域の公共交通のあり方
について、中央地域公共交通再構築検討会で検討が
進められてきました。検討会では、専門家による土
佐電鉄と県交通の経営分析を進めながら議論し、両
社を特別清算したうえで、事業を引き継ぐ新会社を
本年10月に設立し、新会社に対して、県及び関係市
町村から10億円の出資金を拠出することを確認しま
した。本市の出資金については、６月下旬の両社の
株主総会の結果を受けて、出資に関する議案の審議
をお願いする予定です。持続可能な公共交通の再構
築に向け、また県民、市民の移動手段を確保してい
くため、関係機関と連携を図りながら対応していき
ます。」と述べた後、主要な課題について報告しま
した。（内容は、あらましです）

６月13日

第378回　市議会定例会

市政報告月議会

収
納
率
や
加
入
率
の
向
上
な
ど

適
切
な
運
営

財
政
状
況

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
の
形
式

収
支
は
、
７
億
５
千
33
万
７
千
円

の
黒
字
と
な
り
ま
す
。
形
式
収
支

か
ら
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
控
除
す
る
と
、
実
質
収
支
は
、

４
億
734
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
財
政
調
整
基
金
に
２
億

１
千
万
円
の
決
算
積
み
立
て
を
行

い
、
翌
年
度
繰
越
金
は
１
億
９
千

734
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
大

は
、
一
般
会
計
を
圧
迫
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
特
別
会
計
で

も
収
納
率
や
加
入
率
の
向
上
、
ま

た
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
り
、

適
切
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

稲
生
地
区
に
本
市
初
の
開
設

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

　

県
が
進
め
て
い
る
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
へ
の
取
り
組
み
は
、
稲
生

地
区
で
、
昨
年
５
月
よ
り
勉
強
会

を
開
始
し
、
そ
の
後
実
行
委
員
会

を
設
置
し
て
、
地
域
の
課
題
と
ニ

ー
ズ
の
整
理
や
今
後
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
協
議
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
６
月
15
日
に
は
稲
生
ふ
れ
あ

い
館
を
活
動
拠
点
に
開
設
を
予
定

し
、
本
市
で
は
初
め
て
の
集
落
活

動
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
集
落
維
持
の
仕
組
み
づ

く
り
と
し
て
、
地
域
の
主
体
的
な

取
り
組
み
が
展
開
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行

公
共
交
通
対
策

　

白
木
谷
・
八
京
地
区
で
は
、
昨

年
10
月
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
活

用
し
た
住
民
輸
送
の
実
証
運
行
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら

は
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
変
更

し
て
実
証
運
行
を
行
い
、
10
月
か

ら
の
本
格
運
行
に
向
け
最
終
的
な

検
討
を
し
て
い
ま
す
。
同
じ
く
瓶

岩
地
区
で
も
、
10
月
か
ら
の
予
約

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
本
格
運
行
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
人
通
知
制
度
の
登
録
開
始

住
民
票
等
の
不
正
請
求
抑
止

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本

な
ど
を
代
理
人
な
ど
の
第
三
者
に

交
付
し
た
際
に
、
事
前
に
登
録
し

た
方
に
対
し
て
、
交
付
し
た
事
実

を
通
知
す
る
「
南
国
市
住
民
票
の

写
し
等
の
交
付
に
係
る
本
人
通
知

制
度
」
は
、
７
月
１
日
か
ら
登
録

の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
不
正
請

求
の
抑
止
お
よ
び
不
正
取
得
に
よ

る
個
人
の
権
利
の
侵
害
の
防
止
が

目
的
で
あ
り
、
制
度
に
つ
い
て
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
周
知

を
図
り
ま
す
。

健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
て

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

平
成
25
年
度
の
歳
入
総
額
は
61

億
８
千
505
万
４
千
円
、
歳
出
総
額

は
60
億
７
千
25
万
４
千
円
と
な
り
、

１
億
１
千
480
万
円
の
決
算
剰
余
金

が
生
じ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
５

千
781
万
４
千
円
を
本
年
度
の
国
な

ど
へ
の
返
還
金
の
財
源
と
し
、
５

千
698
万
６
千
円
を
国
保
財
政
調
整

基
金
に
積
み
立
て
し
ま
し
た
。
基

金
残
高
は
、
１
億
２
千
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
特
定
健
診
の
受
診
勧

奨
に
よ
る
市
民
の
健
康
増
進
や
医

療
費
の
適
正
化
に
よ
り
、
引
き
続

き
健
全
な
国
保
財
政
運
営
に
努
め

ま
す
。

高
齢
者
生
活
実
態
調
査
の
実
施

介
護
保
険
事
業

　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
の
第
６
期
高
齢
者
福
祉
計
画

お
よ
び
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
の
た
め
の
資
料
と
し
て
、
高
齢

者
生
活
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
約
１
万
２
千
500
人
の
高
齢

者
を
対
象
に
、
日
常
生
活
の
状
況

や
健
康
の
状
態
な
ど
を
調
査
し
て

お
り
、
結
果
を
事
業
計
画
に
反
映

し
ま
す
。

地
区
調
査
へ
の
移
行
へ

国
営
ほ
場
整
備
事
業

　

本
市
で
計
画
し
て
い
る
国
に
よ

る
ほ
場
整
備
事
業
・
国
営
緊
急
農

地
再
編
整
備
事
業
は
、
本
市
の
現

状
と
課
題
の
把
握
や
、
農
業
基
盤

の
整
備
方
向
を
検
討
す
る
「
地
域

整
備
方
向
検
討
調
査
」
が
、
２
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら

農
林
水
産
課
に
農
地
係
を
新
設
し
、

国
の
採
択
を
受
け
て
事
業
計
画
案

を
作
成
す
る
「
地
区
調
査
」
に
必

ず
移
行
で
き
る
よ
う
、
地
元
説
明

会
や
聞
き
取
り
調
査
を
精
力
的
に

開
催
し
て
い
き
ま
す
。

さ
く
ら
ま
つ
り
、

　
　

長
宗
我
部
フ
ェ
ス
な
ど

春
の
イ
ベ
ン
ト

　

貫
之
さ
く
ら
ま
つ
り
に
続
き
開

催
さ
れ
た
、
岡
豊
山
さ
く
ら
ま
つ

り
は
、
２
日
間
で
１
万
人
の
来
客

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
同
時
に
開
催

さ
れ
た
土
佐
の
食
１
グ
ラ
ン
プ
リ

で
は
、「
ケ
ン
カ
軍
鶏
ラ
ー
メ
ン
」

や
「
四
方
竹
肉
巻
フ
ラ
イ
」
な
ど

が
上
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、
本
市

の
食
の
豊
か
さ
を
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し

た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
は
、

恒
例
の
「
ウ
エ
ル
カ
ム
サ
ー
ビ
ス
」

を
行
い
、
多
く
の
観
光
客
を
歓
迎

し
ま
し
た
。
５
月
11
日
に
は
、
ご

め
ん
な
さ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る「
第
２
回
ご
め
ん
な
祭（
さ
い
）」

が
開
催
さ
れ
、
昨
年
を
上
回
る
入

込
客
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
５

月
17
日
に
は
第
５
回
長
宗
我
部
フ

ェ
ス
が
開
催
さ
れ
、
大
分
県
の
大

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
を

特
殊
詐
欺
被
害
対
策

　

県
内
で
も
特
殊
詐
欺
被
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
特

殊
詐
欺
事
件
が
数
件
発
生
し
ま
し

た
が
、
早
期
に
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
へ
相
談
の
あ
っ
た
事
案
は
、
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
を
言
葉
巧
み
に

だ
ま
す
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
引

き
続
き
、
相
談
体
制
の
整
備
と
消

費
者
へ
の
啓
蒙
・
啓
発
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

篠
原
土
地
区
画
整
理
事
業
認
可

土
地
区
画
整
理
事
業

　

事
業
認
可
手
続
き
を
進
め
て
い

る
篠
原
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

本
年
１
月
の
事
業
計
画
書
（
案
）

の
縦
覧
時
に
３
件
の
意
見
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
意
見
書
は
、
５

月
13
日
の
高
知
県
都
市
計
画
審
議

会
で
の
審
査
で
採
択
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
原
案
ど
お
り
認
可

申
請
を
行
い
、
７
月
に
は
事
業
認

可
の
手
続
き
が
終
了
す
る
見
通
し

で
す
。

局
庁
舎
移
転
の
実
施
設
計
へ

上
下
水
道
事
業

　

平
成
25
年
度
水
道
事
業
会
計
の

経
営
収
支
は
、
６
千
498
万
５
千
円

の
黒
字
と
な
り
ま
す
。
資
本
的
収

支
は
、
税
込
収
支
で
２
億
４
千
461

万
１
千
円
の
不
足
と
な
り
ま
し
た

が
、
建
設
改
良
積
立
金
２
千
800
万

円
、
過
年
度
分
消
費
税
資
本
的
収

支
調
整
額
１
千
545
万
１
千
円
、
当

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
２
億

116
万
円
で
補
填
し
ま
し
た
。

　

上
下
水
道
局
庁
舎
の
移
転
に
つ

い
て
は
、
平
成
25
年
度
に
用
地
買

収
を
完
了
し
ま
し
た
。
本
年
度
は

実
施
設
計
を
行
い
、
平
成
27
年
度

に
着
工
す
る
予
定
で
す
。

自
立
相
談
支
援
モ
デ
ル
事
業
の

実
施

生
活
困
窮
者
支
援
法
対
応

　

平
成
27
年
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
る
生
活
困
窮
者
支
援
法
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、
本
年
度
は
南
国
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
、

自
立
相
談
支
援
モ
デ
ル
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
活
保
護

に
至
る
前
の
自
立
の
強
化
を
図
る

た
め
に
相
談
支
援
を
行
う
も
の
で

す
。
７
月
の
相
談
窓
口
開
設
に
向

け
て
外
部
関
係
機
関
と
の
調
整
や

庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ

い
て
、
５
月
26
日
に
準
備
検
討
会

を
開
催
し
、
協
議
し
ま
し
た
。

消
防
団
に
担
当
消
防
職
員
配
置

消
防
訓
練
充
実
・
連
携
強
化

　

災
害
発
生
時
に
地
域
住
民
に
密

着
し
た
活
動
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
各
地
域
の
消
防
団
に
、

本
年
度
か
ら
消
防
職
員
を
担
当
者

と
し
て
配
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
消
防
訓
練
の
充
実
お
よ
び

本
部
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
南

国
市
消
防
団
震
災
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
た
参
集
、
避
難
な
ど
実

効
力
の
あ
る
初
動
体
制
の
確
立
に

努
め
ま
す
。

保
幼
小
中
連
携
を
重
点
推
進

南
国
市
教
育
振
興
基
本
計
画

　

教
育
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
、
本
年
度
、

南
国
市
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
南
国
市
小
中
連
携

学
力
向
上
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
の
第
３
期
目
の
初
年
度
と
な
る

本
年
度
は
、
保
幼
小
中
連
携
を
重

点
推
進
内
容
に
掲
げ
、
学
力
向
上

に
向
け
た
保
育
・
教
育
の
充
実
を

図
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
の
新
制
度
施
行

へ
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

　

昨
年
度
実
施
し
た
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
に
お
け
る
ニ
ー

ズ
調
査
」
の
結
果
を
踏
ま
え
、
本

年
度
は
事
業
者
に
対
す
る
意
向
調

査
や
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

の
見
込
み
量
算
出
な
ど
を
行
い
、

「
南
国
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
27

年
４
月
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
施
行
に
向
け
、
取
り
組
み

ま
す
。

津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
完
成

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
に
よ
る

津
波
か
ら
、
沿
岸
部
の
市
民
の
命

を
守
る
避
難
施
設
と
し
て
、
14
基

の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
完
成
し
ま

し
た
。
ま
た
、
緊
急
情
報
を
瞬
時

に
一
斉
に
伝
達
で
き
る
防
災
行
政

無
線
が
４
月
１
日
か
ら
正
式
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
も
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
伝

達
方
法
も
活
用
し
、
迅
速
な
避
難

が
で
き
る
よ
う
、
情
報
伝
達
の
充

実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

野
川
合
戦
ま
つ
り
を
開
催
す
る
皆

さ
ん
と
交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。


